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１．活動のテーマ

＜テーマ＞ 　

＜テーマの設定理由＞

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

東京都文京区本郷1-14-7

～食育～

食に対する感謝の心、食の由来を知る　命のサイクルを学ぶ

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

普段、給食や家庭の食卓で主食として親しまれ、食べられているお米。

当たり前のように食しているこのお米が、どのようにして自分たちのもとに届くのか？

どのようにして「お米（ご飯）」になったのか？またお米はどこでどのように育ち、どれだけ

の人の手や労力がかかっているのか？

昨年度の食育の中で、新米の時期（秋）にお米の話を栄養士から聴き、興味を持った子ども

たち。食べ物があふれている現代の環境の中で、子どもたちが一つの食物がどのようにつくら

れ、どんな育ちを経て、このお米というものになるのか？紙芝居で見ていたところから実際

の育成を提案。

バケツ稲でお米づくりに挑戦！

保育の中にバケツ稲の育成を取り入れ、米作りを学び、ご飯になるまでの経緯を体験し、

「命をいただく」という食の大切さを実感することで、食への感謝の心を育てる。

実際に秋田のお米農家の方との連携をもとに、オンラインで実際の田んぼの様子を見せても

らいながら、米作りを体験し、食に関しての興味を深めること、また食べ物を大切に思い残さ

ず食べようとする姿につながることを願う。

クオリスキッズ水道橋保育園



２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

＜活動の為に準備した道具類＞

・バケツ

・　土　（　黒土・赤玉土・鹿沼土　）

・案山子づくりの材料（Tシャツ・帽子・布・段ボール等）

秋田のお米農家の方とオンラインをつなぎ、実際の田んぼを見せてもらいながら、バケツ稲

の育生をする。

日々の水やり、観察をする。

ハプニングがありながら、子ども会議を繰り返し行い子どもたちの気持ちの動きや、行動を大

切にしながら約 8か月米作りに取り組んだ。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

日々大きくなる稲に、期待を膨らませ保護者と共に観察を楽しむ姿が多く見られた。成長の

様子を保育者に伝え、クラスで共有し喜んでいた。稲が鳥に食べられ枯れてしまうというハプ

ニングが起こるが、ショックを受けながらもこれからどうしようと話し合い最後まで進めて

これた。収穫はできなかったが、その分子どもたちが経験できた感情、出来事がありそれが

豊かな学びになったと感じる。

＜　活動スケジュール　＞

6月　苗植え

7月　案山子づくり

8月　出穂

9月　登熟

10月　稲刈り

11月　脱穀

　 ※日々の水やりと観察はその都度行う。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

活動を進める中で、子どもたち同士の会話や気づきが多く生まれ、稲の生長を見守りながら

「どんなお米ができるのだろう」と期待を膨らませる姿が見られた。

しかし、花が咲き実がつき始めた頃に取りに食べられ、稲が枯れてしまうという出来事が起

こり、子どもたちはショックや悲しみ、怒りなど様々な感情を経験することとなった。

それでも「何がいけなかったのか」「これからどうしたらよいのか」と話し合い、分からな

いことは農家の方に聞くなど、最後まであきらめずに取り組む姿が見られた。

この過程は子どもたちにとって大きな学びの機会となり、保育者にとっても子どもたちの柔軟

な発想や探究心に多くの気づきを得る時間となった。

また、稲の生長を長い期間見守る経験を通して、お米ができるまでには多くの時間と手間がか

かることを実感し、「ご飯は感謝して食べなければいけない」「簡単にできるものではない」

という思いが子どもたちの中に育っていったように感じる。

給食の時間には「お米には1000人の神様がついているから残したらだめなんだよ」といった

子どもたちの言葉が聞かれるようになり、食べ終わった後に「一粒も残ってないよ」とお皿

を見せる姿も多く見られるようになった。こうした姿から、食べ物を大切にしようとする気

持ちや食への感謝の心が育まれていることを実感している。

今回の米作りは収穫までには至らなかったものの、子どもたちが食べ物の背景にある自然や

人の営みに触れ、食への理解と感謝の気持ちを深める貴重な経験となった。

自然に触れる機会が限られている都市部の保育園において、このような体験を園内で実践で

きたことは、子どもたちにとっても保育者にとっても学びの多い取り組みであった。

また、「お米は取れなかったけれど、育てた稲を大切にしたい！」という子どもの気持ちを

汲み、お正月のしめ縄を提案した保育士。

最後まで、このお米作りに諦めずに向き合い子どもと共にクラス一つになり形を残した経験

もまた、子どもにとっても保育者にとっても豊かな経験となったと感じる

今後も子どもたちの気づきや探究心を大切にしながら、生活や食につながる体験を積み重ね

ていきたい。


































